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※本 例 よび記載内容 次利用を禁止します

Q2. 2. 耐用性 信頼性 耐震安全性 重要度係数1.25 計

Q3. 3. 地域性 へ 配慮 図書館 無柱空間化、 造体を生 した内装 木質化

LR1.2. 自然エネ 利用 多目的ホ ッ 、エン ンス ハ よ 自然換気、採光

LR1.3. 設備 ス 高効率化 図書館 け ス ンビエン 照明 採用

LR2.2. 非再生性資源 使用量削減 地場産木材 活用

A. 環境配慮 ン B. 省エネ 省（O2技術 （. 各種制度活用 ）. 評価技術／FB

E. F. 長寿命化 G. 建物基本性能確保 H. 生産 施工 連携

I. 周辺 地域へ 配慮 J. 生物多様性 K. そ 他
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地域のシンボルとなる復興の灯

異 ３種 木 造を内包す 施設

大 岩手県 陸中海岸中央 位置す 人口1万 千人

あ 東日本大震災 津波 わい 中心 御社地

し 呼 湧水池エ 周辺 図書館 交流施設等

全壊し 施設を一 集約し 再建し 文化 民

交流 震災伝承 場 し 計 し を復興 拠点 す

を目指し「015 ン ビ 方式 プ コン

を 水産業 主産業 あ 森林率88 いう当

地 状況を踏 え 地域材を活用し 純木造」階建 複 施設

を提案し 建築基準法 改正 時間準耐火木造 階

図書館を設 う あ

々 他 類例を い国内初 純木造 階建 図書館複

施設を実現す そし 燃えし 設計 木現し

可能 あ あ 内部空間 い

計 地西側 あ 御社地 向 開 計 し 御社地公

園 利用者 施設利用者を 地域 開 施設を目指し

御社地公園 眺 西側フ 連続門型 チ 人々

支えあう絆 様 見え 夜 街 公園を照 し 未来 向

復興 ン し 地域 方 愛さ い

御社地公園よ 見 西側夕景

発注者 岩手県大

設計･監理 前田 近代 中居 TO（異業種特定建設共同企業体

施工 前田 近代 中居 TO（異業種特定建設共同企業体

Ｏ ｃ ｗ Ｃ ａ ｃ ｃａ ｃｅ ｅ OS ATC

所在地 岩手県大

竣工 2018

敷地面積 5,623㎡

延床面積 2,216㎡

造 木造

階数 地上3階

木造化 よ （O2縮減 生産効率 向上

本工事 東日本大震災 大 被害を 大 中心部を

整備し 土地 さ 後 周辺工事 同時期 建築工事 開

始さ 現地 状況 し 復興 向 各所 工事 さ

労務 確保 大 課題 い 木造化す

手配 困難 あ コンク 工事を縮減す

（O「 排出量を削減し

木軸建方 大 異 架 形式 混在し 複雑 造

い 綿密 施工計 要求さ 高い精度管

理を実現す 事前 大 パン部分 変位量 造 ミ

ンを行い 支保工計 を立案し 建方精度を管理し

工期短縮 生産性向 組 最大限工場 ニ

化及び金物 行 付を実施す 等 対応を行

設計-製造-施工 各段階 BI２ 次元 を最大限活用

す 生産性 向 を図

設計担当者

統括：前田建設工業／鈴木章

建築：前田建設工業／綱川隆司 永松航介 廣岡勇輝 近代建築研究所／松永安 中居敬一都市

建築設計／ 谷伸吾 TO（／高山久 造：前田建設工業／ 田実 渡邉義隆 鈴得和幸

／稲山正弘 岩田聖司 設備／前田建設工業／馬塩英樹 鈴木卓哉 福岡孟人 松坂総
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BIM よ 造

１階多目的ホ

建物西側 ３層通し柱 木軸建 方時 様子

図書館樹状方杖架 複雑 接合部を３次元 確認

出入口

多目的

ト

廊下

BIM よ 面

１階エン ンスホ よ 御社地公園を見

樹状方杖架 よ 無柱空間

連続門型 ーチ架構

相持ち立体トラ 架構
大 パン

樹状方杖架構

ー

倉庫

木 造 美しさを最大限 生 した計

造的 支えあう絆を し エン ン 公

園側 壁倍率換算 約4.5倍 耐力を有す 段方杖

連続門型 チ架 を採用し

多目的 約10m 中断面集 材 6m以 一般流通集

材 さ 張弦 梁 相互 支持し う

相持 立体張弦 架 短い部材

18.「m×14.5m 大空間を し

図書館 フ キ ビ 高い空間 す 一般流通集

材を用い 大 パン樹状方杖架 を採用し 開放性 高

い無柱空間を実現し


